
(57)【要約】

【課題】　左右のポンプ室から交互に加圧した空気を吐

出する電磁式ダイヤフラムポンプにおいて、性能の低下

やダイヤフラム等の耐久性を阻害することなく左右のポ

ンプ室の圧力差を解消して不安定現象を防止するように

した電磁式ダイヤフラムポンプを提供する。

【解決手段】　ケーシング２内に対向配置された電磁石

３と、永久磁石１５を有し電磁石の間に配置されて電磁

石との相互作用により軸方向に振動する振動子４と、振

動子の両端に設けられたダイヤフラム５と、ケーシング

とダイヤフラムと間に画成されたポンプ室６と、振動子

の振動に応じてポンプ室に空気を吸入する吸気用逆止弁

７と、振動子の振動に応じてポンプ室から加圧した空気

を吐出する排気用逆止弁８とを備えた電磁式ダイヤフラ

ムポンプ１において、吸気用逆止弁は、弁体１７と弁座

２ｈとの間に隙間ｄが設けられ、ポンプ室の容積拡大時

に空気を吸入するときの開放時間を長くする、構成とし

たものである。

【選択図】　　図１

JP 2006-152986 A 2006.6.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー シ ン グ 内 に 対 向 配 置 さ れ た 電 磁 石 と 、 永 久 磁 石 を 有 し 前 記 電 磁 石 の 間 に 配 置 さ れ て
前 記 電 磁 石 と の 相 互 作 用 に よ り 軸 方 向 に 振 動 す る 振 動 子 と 、 前 記 振 動 子 の 両 端 に 設 け ら れ
た ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム の 振 動 に よ り 交 互 に そ の 容 積 が 拡 大 ・ 縮 小 す る 左 右
の ポ ン プ 室 と 、 前 記 ポ ン プ 室 の 容 積 拡 大 時 に 開 弁 し て 前 記 ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入 す る 吸 気
用 逆 止 弁 と 、 前 記 ポ ン プ 室 の 容 積 縮 小 時 に 開 弁 し て 前 記 ポ ン プ 室 か ら 加 圧 し た 空 気 を 吐 出
す る 排 気 用 逆 止 弁 と を 備 え た 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、
　 前 記 吸 気 用 逆 止 弁 は 、 弁 体 と 弁 座 と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ 、 前 記 ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入
す る と き の 開 放 時 間 を 長 く し 、 前 記 ポ ン プ 室 の 容 積 縮 小 時 に は 前 記 弁 体 が 弁 座 に 密 着 し て
閉 弁 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 左 右 の ポ ン プ 室 か ら 交 互 に 加 圧 し た 空 気 を 吐 出 す る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン
プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 対 向 配 置 さ れ た 一 対 の 電 磁 石 と 、 こ の 電
磁 石 の 間 の 空 隙 に 軸 方 向 に 移 動 自 在 に 配 置 さ れ た 永 久 磁 石 を 有 す る 振 動 子 と 、 該 振 動 子 の
両 端 に 設 け ら れ た ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム と ケ ー シ ン グ と の 間 に 画 成 さ れ た ポ ン プ
室 （ 圧 力 室 ） と 、 該 ポ ン プ 室 に 設 け ら れ て 当 該 ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入 す る 吸 気 用 逆 止 弁 （
チ ェ ッ ク バ ル ブ ） と 、 前 記 ポ ン プ 室 で 加 圧 さ れ た 空 気 を 吐 出 す る 排 気 用 逆 止 弁 （ チ ェ ッ ク
バ ル ブ ） と を 備 え た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 磁 石 に 交 流 電 圧 を 印 加 す る と 交 番 磁 界 が 発 生 し て 振 動 子 の 永 久 磁 石 を 反 発 ・ 吸 引 し 、
振 動 子 が 往 復 振 動 す る 。 ダ イ ヤ フ ラ ム は 、 振 動 子 の 往 復 運 動 に よ り 伸 縮 し て ポ ン プ 室 の 容
積 を 拡 大 ・ 縮 小 変 化 さ せ る 。 ポ ン プ 室 は 、 容 積 拡 大 時 に 吸 気 用 逆 止 弁 が 開 弁 し 、 排 気 用 逆
止 弁 が 閉 弁 し て ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入 し 、 容 積 縮 小 時 に 吸 気 用 逆 止 弁 が 閉 弁 し 、 排 気 用 逆
止 弁 が 開 弁 し て 当 該 ポ ン プ 室 内 の 空 気 を 吐 出 さ せ て ポ ン プ の 機 能 を 果 た し て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 構 成 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ は 、 高 圧 時 例 え ば 、 ４ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 に
お い て 吸 気 弁 の 開 放 時 間 が バ ラ ツ キ 、 そ し て 、 不 安 定 と な り 、 吐 出 圧 力 が 一 定 し な い 現 象
（ 以 下 「 不 安 定 現 象 」 と い う ） が 発 生 し て い た （ 図 ５ の 特 性 曲 線 Ｉ 参 照 ） 。
　 そ こ で 、 前 記 不 安 定 現 象 を 解 消 す べ く 電 磁 石 と ダ イ ヤ フ ラ ム と に よ り 密 閉 さ れ る 密 閉 空
間 に 連 通 す る 連 通 孔 を 形 成 し て 、 こ の 連 通 孔 を 通 し て ポ ン プ 室 で 発 生 し た 圧 力 を ダ イ ヤ フ
ラ ム に 排 圧 と し て 印 加 し て 前 記 不 安 定 現 象 を 解 消 す る よ う に し た 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン
プ が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ５ － １ ０ １ ２ ０ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ９ ３ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ は 、 ポ ン プ
室 の 排 気 を 電 磁 コ イ ル が 設 置 さ れ た 密 閉 空 間 に 通 気 さ せ る 必 要 が あ り 、 ポ ン プ の 構 成 に 制
約 が 生 じ る 等 の 課 題 が あ る 。
　 本 発 明 は 、 上 述 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 左 右 の ポ ン プ 室 か ら 交 互 に 加 圧 し た 空 気
を 吐 出 す る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、 性 能 の 低 下 や 従 来 の 構 成 を 大 き く 替 え る
こ と な く 左 右 の ポ ン プ 室 の 圧 力 差 を 解 消 し て 不 安 定 現 象 を 防 止 す る よ う に し た 電 磁 式 ダ イ
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ヤ フ ラ ム ポ ン プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 対
向 配 置 さ れ た 電 磁 石 と 、 永 久 磁 石 を 有 し 前 記 電 磁 石 の 間 に 配 置 さ れ て 前 記 電 磁 石 と の 相 互
作 用 に よ り 軸 方 向 に 振 動 す る 振 動 子 と 、 前 記 振 動 子 の 両 端 に 設 け ら れ た ダ イ ヤ フ ラ ム と 、
前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム の 振 動 に よ り 交 互 に そ の 容 積 が 拡 大 ・ 縮 小 す る 左 右 の ポ ン プ 室 と 、 前 記
ポ ン プ 室 の 容 積 拡 大 時 に 開 弁 し て 前 記 ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入 す る 吸 気 用 逆 止 弁 と 、 前 記 ポ
ン プ 室 の 容 積 縮 小 時 に 開 弁 し て 前 記 ポ ン プ 室 か ら 加 圧 し た 空 気 を 吐 出 す る 排 気 用 逆 止 弁 と
を 備 え た 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、 前 記 吸 気 用 逆 止 弁 は 、 弁 体 と 弁 座 と の 間 に
隙 間 が 設 け ら れ 、 前 記 ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入 す る と き の 開 放 時 間 を 長 く し 、 前 記 ポ ン プ 室
の 容 積 縮 小 時 に は 前 記 弁 体 が 弁 座 に 密 着 し て 閉 弁 す る 、 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 磁 石 に 交 流 電 圧 を 印 加 す る と 周 波 数 に 応 じ た 交 番 磁 界 が 発 生 す る 。 こ の 交 番 磁 界 と 永
久 磁 石 の 磁 界 と に よ り 振 動 子 に 吸 引 力 ・ 反 発 力 が 発 生 し て 振 動 子 が 軸 方 向 に 振 動 し て ダ イ
ヤ フ ラ ム を 駆 動 し 、 左 右 の ポ ン プ 室 の 容 積 を 交 互 に 拡 大 ・ 縮 小 さ せ る 。 ポ ン プ 室 の 容 積 拡
大 時 に は 吸 気 用 逆 止 弁 が 開 弁 し 、 排 気 用 逆 止 弁 が 閉 弁 し て ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入 し 、 容 積
縮 小 時 に は 吸 気 用 逆 止 弁 が 閉 弁 し 、 排 気 用 逆 止 弁 が 開 弁 し て 当 該 ポ ン プ 室 内 の 空 気 を 吐 出
す る 。 そ し て 、 左 右 の ポ ン プ 室 か ら 交 互 に 加 圧 さ れ た 空 気 が 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 吸 気 用 逆 止 弁 は 、 弁 体 が 弁 座 か ら 隙 間 を 存 し て い る 即 ち 、 僅 か に 開 弁 し て い る こ と で ポ
ン プ 室 の 容 積 拡 大 時 に 当 該 吸 気 用 逆 止 弁 の 開 放 時 間 を 十 分 持 た せ る こ と が で き 、 ポ ン プ 室
に 空 気 を 十 分 に 吸 入 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 左 右 の ポ ン プ 室 に 空 気 を 十 分 に 吸
入 す る こ と が で き 、 圧 力 差 を 解 消 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 高 圧 時 に お け る 吐 出 風 量
（ 空 気 量 ） の 不 安 定 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。 吸 気 用 逆 止 弁 は 、 ポ ン プ 室 の 容 積 が
縮 小 す る と き に は 弁 体 が 弁 座 に 密 着 し て 閉 弁 す る 。 こ れ に よ り 、 ポ ン プ 室 が ポ ン プ 機 能 を
果 た し て 加 圧 し た 空 気 を 吐 出 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 吸 気 用 逆 止 弁 の 弁 体 と 弁 座 と の 間 に 隙 間 を 設 け て ポ ン プ 室 に
空 気 を 吸 入 す る と き の 開 放 時 間 を 長 く す る こ と で 、 左 右 の ポ ン プ 室 の 圧 力 差 を 解 消 す る こ
と が で き 、 高 圧 時 に お け る 左 右 の ポ ン プ 室 に 吸 入 さ れ る 風 量 （ 空 気 量 ） を 安 定 に す る こ と
が 可 能 と な り 、 吐 出 圧 力 を 一 定 と す る こ と が で き 、 不 安 定 現 象 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ プ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で 、 電 磁 式 ダ イ
ヤ フ ラ ム ポ ン プ １ は 、 ケ ー シ ン グ ２ 、 こ の ケ ー シ ン グ ２ に 収 納 さ れ た 電 磁 石 ３ 、 電 磁 石 ３
に よ り 駆 動 さ れ る 振 動 子 ４ 、 振 動 子 ４ の 左 右 両 端 に 設 け ら れ た ダ イ ヤ フ ラ ム ５ 、 左 右 の ダ
イ ヤ フ ラ ム ５ の 外 側 に 設 け ら れ た 左 右 の ポ ン プ 室 （ 圧 力 室 ） ６ 、 ポ ン プ 室 ６ に 連 通 す る 吸
入 口 ２ ａ 、 吐 出 口 ２ ｂ 、 及 び ポ ン プ 室 ６ と 吸 入 口 ２ ａ と の 間 に 設 け ら れ た 吸 気 用 逆 止 弁 （
チ ェ ッ ク バ ル ブ ） ７ 、 ポ ン プ 室 ６ と 吐 出 口 ２ ｂ と の 間 に 設 け ら れ た 排 気 用 逆 止 弁 （ チ ェ ッ
ク バ ル ブ ） ８ 等 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 電 磁 石 ３ は 、 Ｅ 型 の 鉄 心 （ コ ア ） １ １ に コ イ ル １ ２ が 巻 回 さ れ た 一 対 の 電 磁 石 １ ３ 、 １
３ か ら 成 り 、 Ｅ 型 の 鉄 心 １ １ が 間 隔 を 存 し て 対 向 配 置 さ れ て い る 。 振 動 子 ４ は 、 ２ 個 の 永
久 磁 石 １ ５ を 有 し 、 対 向 す る 電 磁 石 １ ３ の 間 に 僅 か な 隙 間 を 存 し て 軸 方 向 に 振 動 （ 移 動 ）
自 在 に 配 置 さ れ て お り 、 左 右 両 端 に ダ イ ヤ フ ラ ム ５ が 支 持 板 １ ６ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
ダ イ ヤ フ ラ ム ５ は 、 弾 性 部 材 例 え ば 、 ゴ ム 部 材 で 形 成 さ れ た 円 板 状 を な し 、 中 央 部 が 振 動
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子 ４ に 固 定 さ れ 、 周 縁 部 が 全 周 に 亘 り ケ ー シ ン グ ２ に 気 密 に 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 ケ
ー シ ン グ ２ の 隔 壁 ２ ｃ と ダ イ ヤ フ ラ ム ５ と の 間 に ポ ン プ 室 ６ が 画 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 隔 壁 ２ ｃ に は 吸 入 口 ２ ａ 側 の 位 置 に 吸 気 用 逆 止 弁 ７ が 、 吐 出 口 ２ ｂ 側 の 位 置 に 排 気 用 逆
止 弁 ８ が 設 け ら れ て い る 。 吸 気 用 逆 止 弁 ７ は 、 ポ ペ ッ ト 弁 と さ れ 、 図 ２ に 拡 大 し て 示 す よ
う に 弾 性 部 材 例 え ば 、 ゴ ム 部 材 で 形 成 さ れ た 円 板 状 の 弁 体 １ ７ の 一 側 中 心 に 設 け ら れ た 軸
部 １ ７ ａ が 隔 壁 ２ ｃ に 設 け ら れ た 軸 孔 ２ ｄ に ポ ン プ 室 ６ の 内 側 か ら 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。
吸 気 用 逆 止 弁 ７ の 周 縁 部 １ ７ ｂ は 、 壁 面 ２ ｃ の 内 側 面 と 対 向 し 、 軸 孔 ２ ｄ の 回 り に 同 一 円
周 上 に 周 方 向 に 等 配 さ れ た 複 数 の 小 孔 （ 吸 入 孔 ） ２ ｅ を 同 心 的 に 囲 繞 し て 外 側 縁 ２ ｈ （ 以
下 「 弁 座 ２ ｈ 」 と い う ） に 密 着 可 能 と さ れ て い る 。 こ の 吸 気 用 逆 止 弁 ７ は 、 吸 入 口 ２ ａ か
ら 各 小 孔 ２ ｅ を 通 し て ポ ン プ 室 ６ へ の 空 気 の 流 入 の み を 許 容 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 吸 気 用 逆 止 弁 ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 弁 体 １ ７ の 周 縁 部 １ ７ ｂ が 弁 座 ２ ｈ
と 隙 間 （ ク リ ア ラ ン ス ） ｄ を 存 し て 離 隔 対 向 し て い る 。 即 ち 、 吸 気 用 逆 止 弁 ７ は 、 完 全 な
常 閉 弁 で は な く 、 通 常 の 状 態 に お い て 僅 か に 開 弁 し た 状 態 と な っ て い る 。 こ の 隙 間 ｄ は 、
例 え ば 、 ０ .２ ～ １ .０ ｍ ｍ 程 度 と さ れ て い る 。 尚 、 隙 間 ｄ は 、 小 孔 ２ ｅ の 大 き さ と 数 即 ち
、 有 効 吸 気 面 積 、 ポ ン プ 室 ６ の 容 積 、 吸 入 空 気 量 、 吐 出 空 気 量 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 振 動 周
波 数 等 に よ り 前 記 ０ .２ ～ １ .０ ｍ ｍ の 範 囲 の 最 適 な 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 排 気 用 逆 止 弁 ８ は 、 吸 気 用 逆 止 弁 ７ と 同 様 に ポ ペ ッ ト 弁 と さ れ 、 ゴ ム 部 材 で 形 成 さ れ た
円 板 状 の 弁 体 １ ８ の 一 側 中 心 に 設 け ら れ た 軸 部 １ ８ ａ が 隔 壁 ２ ｃ に 設 け ら れ た 軸 孔 ２ ｆ に
ポ ン プ 室 ６ の 外 側 か ら 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 排 気 用 逆 止 弁 ８ の 周 縁 部 １ ８ ｂ は 、 壁 面 ２ ｃ
の 外 側 面 と 対 向 し 、 軸 孔 ２ ｆ の 回 り に 同 一 円 周 上 に 周 方 向 に 等 配 さ れ た 複 数 の 小 孔 （ 吐 出
孔 ） ２ ｇ を 同 心 的 に 囲 繞 し て 外 側 縁 ２ ｉ （ 以 下 「 弁 座 ２ ｉ 」 と い う ） に 弾 性 的 に 密 着 さ れ
た 常 閉 弁 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 に 作 用 を 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 電 磁 石 ３ に 交 流 電 圧 を 印 加 す る と 周 波 数 に 応 じ た 交 番 磁 界 が Ｅ 型 鉄 心 １ １
の 振 動 子 ４ 側 端 面 に 発 生 す る 。 こ の 発 生 し た 交 番 磁 界 と 永 久 磁 石 １ ５ の 磁 界 と に よ り 吸 引
力 ・ 反 発 力 が Ｅ 型 鉄 心 １ １ と 振 動 子 ４ と の 間 に 発 生 し 、 振 動 子 ４ が 矢 印 で 示 す 軸 方 向 往 復
運 動 （ 振 動 ） す る 。 左 右 の ダ イ ヤ フ ラ ム ５ は 、 振 動 子 ４ の 振 動 に 応 じ て 伸 縮 し 、 こ れ に 伴
い 左 右 の ポ ン プ 室 ６ の 容 積 が 交 互 に 拡 大 ・ 縮 小 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ポ ン プ 室 ６ の 容 積 拡 大 時 に は 吸 気 用 逆 止 弁 ７ が 開 弁 し 、 排 気 用 逆 止 弁 ８ が 閉 弁 し て ポ ン
プ 室 ６ に 空 気 を 吸 入 し 、 ポ ン プ 室 ６ の 容 積 縮 小 時 に は 吸 気 用 逆 止 弁 ７ が 閉 弁 し 、 排 気 用 逆
止 弁 ８ が 開 弁 し て 当 該 ポ ン プ 室 ６ 内 の 空 気 を 吐 出 口 ２ ｂ か ら 吐 出 （ 排 気 ） す る 。 そ し て 、
左 右 の ポ ン プ 室 ６ か ら 交 互 に 加 圧 さ れ た 空 気 が 吐 出 さ れ る 。
　 吸 気 用 逆 止 弁 ７ は 、 弁 体 １ ７ の 周 縁 部 １ ７ ｂ が 弁 座 ２ ｈ か ら 隙 間 ｄ を 存 し て 離 隔 し て い
る 即 ち 、 僅 か に 開 弁 し て い る こ と で ポ ン プ 室 ６ の 容 積 拡 大 時 に 当 該 吸 気 用 逆 止 弁 ７ の 開 放
時 間 を 十 分 持 た せ る こ と が で き 、 ポ ン プ 室 ６ に 空 気 を 十 分 に 吸 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
こ れ に よ り 左 右 の ポ ン プ 室 ６ に 空 気 を 十 分 に 吸 入 す る こ と が で き 、 圧 力 差 を 解 消 す る こ と
が で き る 。 そ の 結 果 、 高 圧 時 に お け る 吐 出 風 量 （ 吐 出 空 気 量 ） の 不 安 定 （ 不 安 定 現 象 ） を
有 効 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の ポ ン プ 室 の 圧 力 の 経 時 変 化 の 一 例 を 示 し
、 縦 軸 が 圧 力 を 、 横 軸 が 時 間 を 表 し て い る 。 図 ３ は 、 従 来 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の
特 性 を 示 し 、 図 ４ は 、 本 願 発 明 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 特 性 を 示 す 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 従 来 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ は 、 ポ ン プ 室 に 空 気 を 吸 入 す る と き
に 当 該 ポ ン プ 室 の 圧 力 （ Ｐ １ ） が 大 気 圧 に 等 し く な る 時 間 が 略 一 瞬 で あ る こ と に 対 し て 、
図 ４ に 示 す 本 願 発 明 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ は 、 ポ ン プ 室 ６ に 空 気 を 吸 入 す る と き に
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当 該 ポ ン プ 室 ６ の 圧 力 （ Ｐ ２ ） が 大 気 圧 に 等 し く な る 時 間 を 約 ５ ０ ｍ ｓ に 確 保 す る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 左 右 の ポ ン プ 室 ６ に 大 気 を 十 分 に 吸 入 す る こ と が で き 、 こ れ ら 左 右
の ポ ン プ 室 ６ の 圧 力 差 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 ５ は 、 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 風 量 － 圧 力 特 性 の 一 例 を 示 し 、 図 中 ○ 印 で
示 す 特 性 曲 線 Ｉ は 、 従 来 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 特 性 を 、 △ 印 で 示 す 特 性 曲 線 IIは
、 本 発 明 に 係 る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 特 性 を 示 す 。 特 性 曲 線 Ｉ は 、 ４ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上
の 高 圧 時 に お い て 風 量 が 不 安 定 と な り 圧 力 変 動 が 発 生 す る 。 こ れ に 対 し て 特 性 曲 線 IIは 、
４ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 の 高 圧 時 に お い て も 風 量 が 安 定 し て お り 、 圧 力 変 動 が 防 止 さ れ る 。 即 ち 、
本 願 発 明 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ １ は 、 性 能 の 低 下 や ダ イ ヤ フ ラ ム 等 の 耐 久 性 を 阻 害
す る こ と な く 左 右 の 圧 力 室 ６ の 圧 力 差 を 解 消 し 、 不 安 定 現 象 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 吸 気 用 逆 止 弁 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の ポ ン プ 室 の 圧 力 の 経 時 変 化 の 一 例 を 示 す 特 性
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の ポ ン プ 室 の 圧 力 の 経 時 変 化 の 一 例 を 示
す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ と 本 発 明 に 係 る 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 風
量 － 圧 力 特 性 の 一 例 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 １ 　 電 磁 式 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ
　 　 ２ 　 ケ ー シ ン グ
　 　 ３ 　 電 磁 石
　 　 ４ 　 振 動 子
　 　 ５ 　 ダ イ ヤ フ ラ ム
　 　 ６ 　 ポ ン プ 室 （ 圧 力 室 ）
　 　 ７ 　 吸 気 用 逆 止 弁
　 　 ８ 　 排 気 用 逆 止 弁
　 　 ｄ 　 隙 間 （ ク リ ア ラ ン ス ）
　 １ １ 　 Ｅ 型 鉄 心
　 １ ２ 　 コ イ ル
　 １ ３ 　 電 磁 石
　 １ ５ 　 永 久 磁 石
　 １ ６ 　 支 持 板
　 １ ７ 、 １ ８ 　 弁 体
　 ２ ｅ 　 小 孔 （ 吸 入 孔 ）
　 ２ ｇ 　 小 孔 （ 吐 出 孔 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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